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９月２６日、大浦川の干潟で４年１・２組がマングローブ体験を行いました。名護市の天然記念物として保護
されているため、実際にマングローブ林の中に立ち入ることはできませんでしたが、名護市学芸員の村田尚史
さんのガイドの下、遊歩道の上からマングローブ林の様子と様々な生き物の観察を行いました。生き物を見つ
けると歓声をあげ、夢中になって観察する子どもたち。本物に触れる学習は、子どもたちにとってとても貴重な
体験となりました。沖縄で唯一と言われる沈下橋付近では、実際に川に入り、川の冷たさや生き物を間近で見
ることもできました。子どもたちからは、もっと遊びた～いの声も
たくさんありましたので、ご家族で行ってみるのもいいかと思い
ます。台風の影響で延期になっていた ４年３・４組の皆さんは、
１０月１１日に探検へ行く予定です。どうぞ、お楽しみに！

マングローブ林

９月２６日、名護市商工会女性部の新里直子さんと
大城登紀子さんがお見えになり、１年生の子どもたちへ交通安全の
お守りがプレゼントされました。その名も「無事にカエル」。女性部の
方から「皆さんの交通安全を願って１つずつ心を込めた、手作りのお
守りですよ。交通安全に気をつけましょうね。」とお話がありました。名
護小学校の周りは交通量も多いので、とてもありがたいです。子ども
たちも「無事にカエル。」と口々に言い、だじゃれにもとても嬉しそうでした。名護市商工会女性部の皆さんは、
名護市内の小学１年生全てに毎年お守りを贈呈してくれています。今年も本当にありがとうございました。

名護小学校ホームページにカラー版を掲載しています。

マングローブ自然観察をして生き物の名前やあなの中に
は、何がいるかなどが学べました。マングローブには、うでが
赤いカニやうでが青いカニやトントンミーなどがいました。そ
んな生き物のたくさんすみついているマングローブがきたなく
ならないように、なくならないように守りたいです。
また、なぜオヒルギは高いのか、メヒルギは低いのかふしぎ

に思いました。 ４年１組 加藤 羽己

沈下橋付近での観察 指導員からの説明

遊歩道から熱心に観察する子どもたち

お守り贈呈をする大城さん



去る２３日（秋分の日）にＰＴＡ保健体育委員会の皆さんが、運動会の準備で体育館やテントの整理整頓と
授業に使う「跳び箱運搬台」を製作してくださいました。暑い中でしたが、素晴らしい知識と手際の良さのおか
げで作業は、短時間で終了しました。その後、運動会への取組や今後の保体委員会の活動について、熱いお
話も聴くことができました。今年の運動会は、久しぶりの本校開催を予定しています。保体委員会の皆様のご
活躍をとても楽しみにしています。一緒
に運動会を盛り上げましょう！
後日、体育担当から、「跳び箱の運

搬がとても楽になり、子どもたちでも軽
々とできるようになりました。」との話が
ありました。運搬台作成に感謝です。
次の製作も楽しみにしています！

名護ドリームアタッカーズの皆さんが、ジュニアオールスター
バレーボールフェスタＩＮ佐賀での結果報告と資金造成へのお
礼に来てくれました。九州大会では会場の雰囲気に緊張したけ
れど、だんだんと自分達の力を発揮し、ベスト８になったことをと
ても誇らしげに話してくれました。大きな大会への出場が大きな
成長に繋がったことを感じました。 ９月の地区大会で優勝し、
１０月には県大会への出場も決まり意欲満々の皆さんでした。

先日、１年生の比嘉杏寿さんが、名
護市空手道選手権で組手の部で銀メ
ダル、形の部で銅メダルを受賞したこ
と、沖縄空手道選抜大会で４位になり、
九州大会への派遣が決まったことを報
告に来てくれまし
た。将来は喜友
名選手のように
オリンピックで活
躍したいと話し
てくれました。
九州大会での活
躍をとても楽し
みにしています。

先週からクラブ活動が本格的にスタートしました。どのクラブも楽しそ
うに活動していました。外部指導者の先生方も子どもたちと一緒に活
動に参加してくださっていました。その中で、箏を３台、持ち運んでくださ
ったのが神里利枝さんです。あれこれと基礎的なことを教えるのではな
く、「まず爪を付けて、色々と音を出してごらん。」と話していました。子ど
もたちに、箏にいっぱい触れて、楽しんで欲しいとお話くださいました。
恐る恐るだった子どもたちが音を鳴らし「おぉ～」と喜んでいる姿がとて
も印象的でした。まさに、「習うより慣れよ」だと思いました。神里さんこれからもよろしくお願いします。。


